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教育実習指導のあり方（２）
―「めざす保育者像」に関する考察―

山本弥栄子 *、小川友惠 **、柴本枝美 **

要約
　小川 (2008) の研究において事前事後指導の内容を省察した結果、学生たちは「実習での学び」を定着させ
てきたことが明らかとなった。
　本研究は、研究１をふまえて「保育者に必要な資質能力」について調べた。実習生と幼稚園教諭現場にア
ンケート調査を実施し、保育技術の学びを捉えるために、実習生の実習ノートの分析を行った。その結果、
実習生は高いレベルの「保育者像」をめざしているが、「自分自身にとっての保育者像」となると、「実際的
に自分ができる水準に見合った資質能力」と捉えてしまうことがわかった。それらを踏まえて本学の教育実
習指導のあり方を考察した。その結果、専門的技術だけでなく、子ども理解、人間理解を含めた能力が必要
だとわかった。
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第一章　問題と本研究の目的
１．本研究の目的
　入学当初の学生は保育者や幼稚園教諭という名の保
育者像については優しく、子ども好きであれば良いと
いうイメージをもっている。しかし、近年子どもを生
み育てることが困難に感じられる社会において、保育
者や幼稚園教諭に求められる役割は大きくなってきて
いる。保育職は教育、養護、カウセリング、看護とい
った様々な面を持ち合わせ、常に高めることが必要で
ある。その為には仕事に就いてからの自己を高める努
力が必要な専門性の高い職業なのである。しかし、短
大という養成課程2年の短い期間ですべての専門性を
マスターできるものではない。保育者や幼稚園教諭
の資格を取得することはスタートラインにたっただけ
に過ぎない。幼稚園教諭として十分に出来るわけでは
ない。
　だがそのスタートラインに発ったときがとても大切
である。どういった目的をもって、どのように学んで

いき、どんな保育者像をめざしているかによって大き
く成長が違ってくる。
　保育者としての能力は経験を重ねていくことで身に
つく技術や技能もあるが、日々の実践の省察を行うこ
とによって培われていくものである。保育者は毎日の
子どもとのかかわりや子どもの生活の中から様々な悩
みや疑問を抱きそのことについて同僚と話し合いなが
ら課題を見つけ、実践の改善に取り組んだりする。ま
た問題意識や文献研究や講演、研究会、他の保育者の
実践報告会や研究などから示唆をうけ取り組んでいく
こともある。まさに実践研究者である。
　本研究の目的は、保育士や幼稚園教諭を養成する短
大として、保育現場に保育者を送り出す立場として、
学生が幼稚園現場というスタートラインに発った時、
どんな保育者像を描いていくのか、また現場が求めて
いる保育者像について調査し、今後の教育実習におけ
る指導の方向性の改善に寄与していくことである。
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２．2008年度の教育実習の振り返り課題－＜めざす
保育者像＞－について
　幼稚園教諭二種免許状取得による教職課程として初
めて履修する、第一期生（本学二期生にあたる）の教
育実習指導では、幼稚園実習Ⅰ及びⅡを終えた後の事
後指導において、教育実習指導1単位、幼稚園実習4
単位の締めくくりの課題として実習報告会を設け、す
べての履修学生が「私のめざす保育者像」を発表した。
この実習報告会は、2年間の学びの最終まとめでもあ
る。ねらいは、①他の学生の発表を真剣に聞くことで、
自分の体験を客観的に捉え直し「自分のめざす保育者
像」を形成していく、②さまざまな実習経験の総まと
めとして、学生一人ひとりが実習をやり遂げたことに
自信を持ち、4月には社会人として自立する自分をイ
メージすることである。
　一人一人の学生が演台で、「私のめざす保育者像」
を話す態度は、1年生の時には見られなかった姿であ
り、成長した様子を見せた。
　保育士や幼稚園教諭を養成する短大を卒業した学生
の役割は、幼稚園教諭免許状または、保育士資格を取
得した後、即戦力としての活躍が求められている。保
育者としての基本的姿勢を身に付ける指導をすること
が必要とされる。学生は、保育者としての資質を理解
し、自らの特技などに照らし合わせながら自己の課題
を見出し、努力解決していくことが自らのめざす保育
者へと成長する。
　「私のめざす保育者像」のなかで、必要な特性とし
て学生がどのようなことを考えているのかを発表の中
から抽出してみた。全学生の実習記録を振り返って分
析したところ、学生の捉えた「私のめざす保育者像」
に見られる特性は、次の12点に集約された。「笑顔」、
「子ども理解」、「礼儀」、「行動力」、「責任感」、「信頼」、「人
間性」、「専門的知識」、「保育技術」、「コミュニケーシ
ョン」、「積極性」、「忍耐強さ」の12項目である。
　実習を終えて学生たちの振り返りから、次の保育者
に求められている特性を抽出してみた。
　「将来に役立つことをたくさん学んだ～出来れば私
が保育した子どもたちの中に一人でも私のような保
育者になりたいと思ってくれる子どもがいればいいな
～その為に今から努力していかなければならないこと
は、まず言葉遣いです。」と礼儀の大切さを強調して
いる。
　一番多くの学生が大切にしたいこととして子どもと

のかかわり方、話し方をあげている。子どもに接する
保育者の姿としては、笑顔で子どもの目線に立つこと
であると捉えている。
　「担任の先生のようにいつも笑顔でかかわり、子ど
も達の意見や気持ちをしっかり受け止めて担任の先生
が、私の目にはとても立派に映り、やっぱりプロなん
だと実感したのと同時に、私もいつかこんな保育者に
なりたいと思うようになった。」
何よりも子どもの気持ちを理解していきたいと言って
いる。
　「今この子が、これがしたくなく、あんなことした
いんだなと子どもの行動から子どもの気持ちを読み
取れる保育者でありたい」と、一歩深く捉えて、「子
どもは、皆違っていて～その中に個性があるのでそれ
を見つけて光らせることができるようになりたいので
す。～一番重要なのが子どもの気持ちに寄り添うとい
うこと～」
　常に子ども達のために努力している人は子どもへの
責任感を持っている、と捉えている。
　「何よりも子ども達のかわいらしさ、げんきな姿を
目にすることにより『保育者になりたい』というおも
いを、より一層強くすることができました。２年間の
すべての実習を終えて私は大切なことをたくさん学び
ました。私にとって保育者とは『常に子ども達のため
に努力している人』です。」
　さらに子ども達に慕われ、信頼される為には次のよ
うに述べている。
　「子ども達は、大人を見ているのだから～（中略）
～一生懸命子どもと接し、自分自身が楽しもうと思い
ます。中途半端な気持ちで保育するのでなく、積極的
に保育というものを理解し、頑張って働きたいです。」
　人間性の大切さについては、次のように表現してい
る。「あなたなら変わると信じ、子どもとともに取り
組んでいる姿がありました。私はその保育士を見て感
動し、～（中略）～保育者という職業は、その人の人
間性が最もよく出る職業だと言われますが、本当にそ
うだと思います。こうなりたい、こう変わりたいと思
うことで、自分自身が成長できたり、保育の質が上が
ると思います。」
　保育の子どもに対する思いや願いは、実習園での保
育者に憧れ、尊敬したことを自分の将来に重ね合わせ
て考えている。その内容は、自分ができるということ
が基準になっているようである。技術であるとか専門



105 創発 大阪健康福祉短期大学紀要 第９号　2010.3

性に対しては、自分の保育者像に重ねている部分が少
ない。でも、環境に関することや発達などの専門的知
識に対しては、今後理解を深め、勉強していくべきで
あると言っている。
　「子ども達が安全に安心して暮らせる環境作りや、
子どもの発達につながっていくような保育をすること
も大切な仕事～そのために広い視野を持つ～」
　「そのクラスの実態と発達の段階をきちんと理解し
ていないと、保育は成り立たない。理解できる保育者
になりたい。」
　また保育技術を子どものために身に付けたいと願っ
ている。
　「深くいろいろなことを、年を重ねるうちに学んで
いく必要がある。～遊びや教材のあり方、環境構成な
ど～発達段階や季節に合わせた歌や手遊び、絵本など
具体的な教材を身に付けたい。」
　学生は、保育のことだけではなく、職場の人間関
係についてもコミュニケーションが大切だと考えて
いる。
　「やさしく面白い先生だけでは良い先生になれない
と思いました。保護者とも関わり、先生同士の連携も
すごく大切だと思います。どんな壁があっても一つの
方法でなく～頭で考えるだけでなく行動することも大
切だと学びました。」
　そして自分自身に対しても厳しく評価し、今後の課
題として行動力や積極性を挙げている。
　「子どもや先生の言動にどういう意味があるのか、
ねらいを考える～何事に対してもなぜ？と疑問を持
ち、ねらいをしっかり理解することを今後の課題にし
ようと思います。」
　「今のままではだめだと思います。精神的に強くな
って、いろいろなことを経験していき、人の良いとこ
ろを吸収していって、自分のものにしていけるように
なりたい。」「子どもから学べる保育者になりたい。」
周りの人々を尊敬し、保育者の仕事に誇りを持って忍
耐強く頑張りたいといっている。
　「私の目指す保育者像は、母のように粘り強く、夜
回り先生のように子ども一人一人を社会の宝として大
切にして、大切に育てていける保育者～（中略）～保
育士という仕事に誇りを持って頑張ります。」
　保育者になろうとする者が抱いている保育者像は、
学習内容や学習プログラム、学習課程に反映する。
　自分自身が保育者として考えるとき、客観的に求め

られているということと、自分の能力との誤差がある。
学生が自分自身の持つ保育者像と、保育者の特性とい
う点に相違が見られる。保育者としての育成は、学生
がどれだけ保育者が求められる資質や能力を理解し、
日々学習の中で「めざす保育者像」を明確にして必要
な能力を身に付けるかということである。実習指導の
なかで援助することによって、理想の保育者像に近づ
けることが求められている。
　保育者像とは、多岐にわたり理解しがたい。幼児
理解・保育の技能・幼児に対する知識・人間性など多
様にわたっており明確に定義づけや整理がされていな
い。「幼稚園教員の資質向上に関する調査研究協力者
会議報告書」（2002）では、幼稚園教員の資質について、
次のように示されている。「幼児一人一人の内面を理
解し、信頼関係を築きつつ、集団生活の中で、発達に
必要な経験を幼児自ら獲得していくことができるよう
に環境を構成し、活動の場面に応じた適切な指導を行
う力を持つことが重要である。また、家庭との連携を
十分に図り、家庭と地域社会との連続性を保ちつつ教
育を展開する力なども求められている。その際、幼稚
園教育が小学校以降の生活や学習の基礎の育成につな
がることに配慮し、幼児期にふさわしい生活をとおし
て、想像的な思考や主体的な生活能力などの基礎を養
うことに留意する必要がある。言うまでもなく、これ
らの教育活動にかかわるにあたっては、豊かな人間性
を基礎に使命感や情熱が求められる」。このような記
述は、学生にとって保育者像の捉えとしては難しい。
「保育者像」と保育者の特性との関連は、保育士や幼
稚園教諭を養成する機関では、どのように扱われてい
るのか、先行研究について分析してみた。

３．先行研究の視点
　中村（2005）は、保育学生が保育者に必要と考える
資質能力について調査し、保育学生が理想とする保育
者像を明らかにした。また、それぞれの資質能力に対
する自己評価、実習体験、職業観の違い、性別等によ
って保育者像に違いが見られるかを考察した結果、も
っとも多かったのは、「笑顔」（76.6%）で、「優しさ」
（45.2%）、「健康」（42.7%）「子どもへの愛情」（35.5%）「体
力」（35.5%）と続いている。保育学生の大多数が保育
者に必要な資質能力を「笑顔」、「明るい」、「元気」、「優
しい」といった感覚的、抽象的イメージから捉えてお
り、保育学生の理想とするのは、「健康で優しくいつ



106創発 大阪健康福祉短期大学紀要 第９号　2010.3

も笑顔の保育者」という保育者像を抱いているといえ
る。また、資質能力別に整理すると、身体的資質能力
を除くと、「性格」、「子どもへの愛情」、「保育者とし
ての使命感・意欲」、「対人関係に関する能力」など能
力・資質の面に集中している。専門的知識・技術や知
的能力などの能力的な側面は、それほど重視されてお
らず、「一般教養・常識」は非常に低い値になっている。
また、中村（2007）は①専門的知識、②子ども理解、
③保育技術、④指導力、⑤行動力、⑥礼儀、⑦コミュ
ニケーション、⑧愛情、⑨笑顔、⑩優しさ、⑪明朗性、
⑫元気、⑬厳しさ、⑭思いやり、⑮信頼、⑯積極性、
⑰健康、⑱体力、⑲責任感、⑳忍耐強さなどについて
保育者の資質能力を分析した。
　保育者を目指す学生に対して、保育者の役割を認識
させ、保育者としてのあるべき姿について調査した浅
野（2003）によると、学生が抱いている保育者像は、「い
つも笑顔で」、「子どもの接し方がていねいで」、「元気
があり」、「同僚の先生方とも協力し合っていて」など
であり、保育者としてのみならず、人として基本的に
大切だと思われる資質を持った人物像であった。さら
に「保育に関する知識を豊富に持ち」、「保育を工夫し
ながら」、「クラスをまとめ」、「場面によっては子ども
をきちんと叱って、善悪を教え」などの保育の専門家
としての資質にも着目していることが伺えた。これは、
学生が抱いている保育者の資質として、まず人として
望ましい資質、そして保育の専門家として望ましい資
質の両面が含まれていることを指摘している。つまり
浅野（2003）は、学生が現場の実習や実習指導を通して、
保育者のあり方について基本的視点を学び、保育者は
どうあるべきかを現実にしかも自分のこととして考え
ることができるようになっていることを示唆した。
これらの先行研究を踏まえると、「本学のめざす保育
者像」から抽出した特性は、保育者としての資質能力
として捉えられる。

４．文部科学省の「保育者像」および「資質向上の捉
え方」
　教育職員養成審議会第一次答申「新たな時代に向け
た教員養成の改善方策について」（1997）では、「いつ
の時代も教員に求められる資質能力」として、①教育
者としての使命感、②人間の成長・発達についての深
い理解、③幼児・児童・生徒に対する教育的愛情、④
教科等に対する深い理解、⑤広く豊かな教養、⑥こ

れらを基盤とした実践的指導力の６項目が挙げられて
いる。
　幼稚園教員の資質向上に関する調査研究協力者会議
報告書（2002）の「Ⅱ　幼稚園教員の養成・採用・現
職の各段階における課題と展望」では、幼稚園教員に
求められる資質向上の課題として、「１　養成段階に
おける課題と展望」として、（1）養成段階における基
本的視点、（2）教員志望者自身の多様な体験・得意分
野の素地の育成、（3）実践力の育成、（4）教員養成の
ための教育環境の充実、（5）上級免許の取得、免許状
及び資格の併有、（6）幅広い幼稚園教員志望者の確保、
の６つの点について述べられている。
　この報告書が作成された社会的背景には、少子化、
核家族化などによる幼稚園を取り巻く環境が変化する
中で、幼稚園教員に求められる専門性として、幼児を
内面から理解し総合的に指導する力、保育の具体的内
容を構想する力、実践力、得意分野の育成、特別な教
育的配慮を要する幼児に対応する力、地域社会や小学
校と連携・協力する力などが幼稚園教諭に対する社会
的要請となっていることが伺える。
　このような幼稚園教諭に対する社会的要請に応じる
ための必要性は、新たな養成課程の設立準備につなが
ることとなる。さらに保育士や幼稚園教諭を養成する
機関としての教育課程としては、第53回中央教育審
議会（平成17年12月）では、「教職実践演習（仮称）」
の新設・必修化の計画が2011年度よりある。この「教
職実践演習」とは、教員としての資質能力の最終的な
形成と確認を目的としており、「教員として最小限必
要な資質能力の全体について、教職課程の履修を通じ
て、確実に身に付けさせるとともに、その資質能力の
全体を明示的に確認する」ことをあげている。具体的
な方策としては、教職課程の中に新たな必修科目「教
職実践演習（仮称）」を設定し、その具体的な内容と
しては、教員として求められる4つの事項（①使命感
や責任感、教育的愛情等に関する事項、②社会性や対
人関係能力に関する事項、③幼児児童生徒理解に関す
る事項、④教科等の指導力に関する事項）を含めるこ
ととなっている。
　これらの今後必要とされる教育課程の内容を受け、
就学前の幼児を教育する幼稚園では、実際にどのよう
な保育者像が求められるのか、保育士や幼稚園教諭を
養成する短大としても検討し、現場や社会の要請に応
えていく人材を育成する必要性がある。
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第二章　「めざす保育者像」についての研究
１．幼稚園実習履修　二期生のアンケート結果
　本研究では、保育者をめざしている学生が将来をど
のように見通し、どのような保育者像をめざしている
のかについて調べるために、中村（2005）が用いた調
査項目に基づいて幼稚園教諭養成２年目である本学の
子ども福祉学科の保育学生に対してアンケート調査を
行った。
　アンケートの質問項目は資料１の通りである。回答
者数は52名、うち、女性40名、男性12名であった。

（１）学生が保育者に求める資質能力について
　アンケート結果に関して、多い順で、1位は「子ど
も理解」（78.8％）、2位は「愛情」（51.9％）、3位は「保
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育技術」（50.0％）、4位は「信頼」（46.2％）、「健康」（42.3
％）、「専門的知識」（42.3％）、「責任感」（42.3％）と続く。
　図1より、学生が選んだ資質能力を高い順にあげ、
その選択理由について解釈を以下に行う。

①保育技術・・・「保育技術」が高く出た（50.0％）が、
これは特に観察実習である実習Ⅰ直後にアンケート
を実施したため、自分の保育技術の無さを痛感した
のではないか、と考えられる。
②責任感・・・「責任感」は他の項目が上位に出た（42.3
％）が、幼稚園教諭の結果と比べて「責任感」は低
かった（59.3％）。これは、「実習生」という立場ゆ
えに、身近に自分自身が子どもの怪我や保護者への
苦情などの対応に出会っていないので、感じられる
機会が無かったのではないか、と考えられる。

（２）実習ノートから見る「保育技術」に関する学び
　（１）で得られた結果で学生が保育者の資質能力と
して求める上位にあった「保育技術」について、学生
が実習現場で書き記した実習ノートの記述（資料２）
をもとに分析を進めていきたい（重要な箇所は筆者に
より下線を引いた）。
　実習ノートから説明してみると、子どもの前に立っ
て10分から20分の実践指導を行うそれだけでもうま
くいかない、実習生Ｃがそれぞれの年齢一人ひとりに
対する声の掛け方の違いは、とても難しいと述べてい
る。実習生Ａなども、椅子に座らせるだけでもぶつか
り合ってしまう、というようなことが起こる。移動す
る時にどんな風にどのような方法で、どの方向など、
一つひとつの子どもの活動に保育者のシミュレーショ
ンが必要だと指導されていて、何をやってもうまくい
かない、と感じたようである。実習生Ｄは、絵本選び
を行う時は、発達の状態を考え、文章の長さ、絵のタ
ッチ、絵や文章が適度で季節の絵などを考えて選ぶ必

要があると知った、といっている。
　実習生Ｇは、実習をしてみて、特に普通にしている
先生の行動がとても難しいことで大事なことがわかっ
た。実習生Ｅは、ジャンケンのルールを子ども達に理
解してもらえず、同じ言葉を何度も繰り返しているう
ちに、ルール説明が長くなって、遊びへ入るまでに子
ども達が飽きてしまった。ここでは、どんなことを話
そうか、どうやって子ども達に伝えるか、などをしっ
かり決めておくべきだと指導されている。
　実習生Ｅは、なかなか実習生の話を子どもに聞いて
もらえない、難しい、また集まらずに遊んでしまう子
どもへの指導をどうしたらいいのか、ピアノに必死に
ならずに子どもたちの様子を見ながら弾く難しさなど
一つひとつに配慮する点、考えておくべき点、子ども
への対応、声掛け、ねらいなど、たくさんの保育技術
の必要性を感じた。日々何気なく子どもとともに行動
している保育者の姿が自分たちにとってどれだけ難し
いことかを実感している。

（２）卒業後の職業観（1年後・3年後・5年後）
　将来も保育者として仕事を続けているという前提
で、将来の自分の姿をどのように捉えているのか、ま
た卒業後、どういう心構えを持って仕事を続けている
のかについて尋ねたところ、1年後、3年後、5年後で
以下のような回答が得られた。
　各年に分けて分析した。年数ごとに特徴を以下にま
とめた。

「１年後」
1 子どもに関わる仕事をしている。保育所か幼稚園で
就職（アルバイト・非常勤含む）して保育者をして
いる。
2 保育所で働いていて、やっと一年がたったけど、ま
だまだ未熟。園（就職先）の仕事、業務を覚える。
たくさん学んでいる。まだ未熟だが、仕事の内容を
覚えて、次の目標に向かっていく。
3 保育者１年目としてしんどいことも多いが、しっか
りと働く。下っ端で様々なことを学ぶ。就職でこて
んぱん。就職し、仕事に責任をもち生活している。
職に就き、もっと学んでいこうとしている。保育者
１年目で必死に頑張って働いている。いろいろと悩む。
新しい環境に慣れようと、初めての環境で頑張って
働いている。とりあえず訳も分からず働いている。
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4 保育所か幼稚園が合わなかったら積極的に自分に合う
職場を探す。保育者として働きながらも、仕事や、子
ども達に対してこのままでいいのかと迷いがある。
5 結婚願望はあまりない。
6 結婚をして家事をする。
7 保険や何やらでお金をためられずに悩む。
8 大学に編入学している。

　１年後は、以上の8項目が抽出された。就職して仕
事内容を覚えることで毎日が過ぎていく、と予想して
いる。また、働き初めでもあり、仕事に対して前向き
かつ新鮮な気持ちで取り組もうとしている姿勢が伺え
る。また、早々に職場が自分自身に合わないと判断し
た者は、転職に向けて考え始める者や大学入学などの
別の進路を選ぶ学生もいる。回答の中では、仕事に向
けて日々を過ごしており、まずは新しい環境、仕事内
容を身につけることと、経済的にも自立をめざしてい
る回答が多かった。仕事について初めての経験が多く、
自分の経験則というものがまったく無い中での勤務で
あり、周り（職場の先輩、上司など）から学ぼうとい
う謙虚な姿勢が全体的に伺えた。

「３年後」
1 保育者として子どもと関わる仕事をしている。だ
いぶ就職先（仕事）も慣れ、少し生活にも余裕が
出てきて落ち着く。のびのびと保育ができるように
なる。
2 クラス担任（副担任）になり、責任感を持って仕事
をこなしている。経験を生かせるようになる。自分
のいい所を出していき、積極的に働いている。子ど
も達を理解できるようになり、保育技術を高める。
仕事にも慣れ、後輩を育てていく。
3 結婚しているか、まだ働いているかのどちらか。保
育者として少し慣れてきた頃なので、結婚を考えな
がら働いている。
4 結婚して一時家庭に入る。寿退社して、新婚生活真
っ最中。結婚して子どもを産む。
5 子育てと仕事を両立する。
6 違うところに就職している。転職している。
7 生活面ではある程度お金が溜まり自立。（一人暮ら
し、家は出ているかもしれない。奨学金返済達成。）

　3年後は、以上の7項目が抽出された。職場や仕事

にも慣れ余裕ができてくる、と記述したものが多かっ
た。仕事内容に自信を持ち、責任のある立場に就いて
いる、後輩を育てるという視点が芽生え始める。また、
「仕事」というものに対して、自ら積極的に取り組む
など、責任感を持ち始めている。また1年後の回答に
比べて仕事以外にも家庭を持つ（結婚する、出産す
る）という回答が増え、仕事に対して余裕ができ、新
しい家庭を構えるなどの気持ちが芽生え始めている。
仕事との両立をしていく立場と、仕事を辞めて家庭に
入るという2つの立場がある。生活への経済的自立（一
人暮らし、奨学金返済）したい気持ちがあることが伺
えた。

「５年後」
1 仕事続けている。保育士か幼稚園教諭をしている。
子どもに関わる仕事をしている。
2 担任として、責任を持ち仕事をする。理想の保育者
に向けてがんばっているかな。新入職員が入ってき
てさまざまなことを教える。
3 余裕が出てくる。仕事にも余裕があり、いろいろな
子ども達を見る立場に立つ。今までに足りなかった
こと、できなかったことを深めていこうとしている。
4 結婚するが、子ども作らない。
5 結婚もして、家事・育児を頑張る。仕事も落ち着い
てきた頃なので、産休に入り出産し、自分の子ども
を育てる。子育て真っ最中。自分の子育てをしなが
ら保育に生かせるようになっている。
6 子育てを一段落して復帰する予定。仕事復帰。
7 仕事が嫌になって、ハローワーク通い。転職を考え
だし、少し悩んでいる。迷っているけど、耐えて、
辞めない。
8 お金、100万以上貯めておく。

　5年後は、以上の8項目が抽出された。仕事が落ち
着くだけではなく、結婚や子育てをしているものが3
年後と比べて増える。また、結婚して子育て最中であ
る、とする者もいれば、子育てが終わり職場復帰する
と考えている者もいる。いずれにしても、自分自身の
生活だけでなくて、新しい家庭、家族という環境の基
盤をつくっていく時期となっている。全体的には、「5
年後には、仕事を続けている」と考えている者が多く、
仕事をやめて家庭に入るという選択をした者は少なか
った。自分の仕事として責任を持って働き続ける意志
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がみられる。
　また、5年後には転職を考える者もいる。内容的に
は「仕事が嫌になって」、また「迷っているけど、耐えて」
という表現に見られるようにその後一生をかけて続け
ていく仕事となるのかどうか、を模索している姿がう
かがえる。ここには、「自分の天職」とするのか覚悟
を決める時期に来ていると捉えられる。またその一方
で5年間続けてきたからこそ、自分自身の得意、不得
意な業務内容が自覚できており、保育者として自分自
身が向いているを含めて自分自身に合った職業を考え
直す機会となっているようにも捉えられる。

２．現場の幼稚園教諭からのアンケート
　現職の幼稚園教諭に対して、同じアンケートを行った。
回答者数：27名。うち、女性26名、男性1名。経験
年数は、1年から35年と幅広く、平均経験年数は、11
年であった（図2参照）。

（１）保育者に必要な資質能力
　アンケート結果より、多いものから「子ども理解」、
「愛情」、「責任感」、「健康」、「信頼」、「専門的知識」、「コ
ミュニケーション」、「笑顔」と続く。資質能力のうち、
回答者誰もが選択しなかった項目は「厳しさ」であっ
た。項目としては、学生の結果と同じような結果が出
た（図3参照）。

　経験年数5年以下と10年以上の群に分けて分析した
結果を図4に示す。特に経験年数5年以下の幼稚園教
諭の場合、②子ども理解、⑧愛情、⑨笑顔、⑭思いや
りなど、子どもとのかかわり、接し方、子どもとの関
係をもつ、というようなものが多い。それに対して、
経験年数10年以上の幼稚園教諭になると、1番多いも
ので、②子ども理解、2番目は⑰健康、３番目は⑧愛
情、⑲責任感、①専門的知識、⑦コミュニケーションと、
同値であり、4番目は⑤行動力の順に並んでいる。「責
任感」、「信頼」などが経験年数5年未満の教諭に比べ
て異なっている。経験年数10年以上になると、責任
感や忍耐強さ、コミュニケーション能力などが身につ
いてくると考えられる。

　5年未満と10年以上の群を比較した総合的な考察と
して、以下の3点である。
1 ５年未満の教諭と実習生の選択順位は類似している。
2 自分のクラスや、自分の目の前にいる子どもたちへ
の配慮ができるということなどを保育者の資質能力
とあげている。
3 自由記述の結果より、経験年数を重ねることによっ
て、園全体、保護者との関係に配慮が向いていく。

　保育者としての成長の過程をモデル化してみると、
どのようにして保育者の専門性がつくりだされるかが
明らかになると秋田（2000）は述べている。
　その中の保育者の発達モデルでは、第一段階「実習
生・新任の段階」は、「場に参加することから学ぶ段
階である。指示されたことをその通りやってみるアシ
スタントとなったり、実際に保育で子どもに直接かか
わり、援助したり、世話することにもかかわる。自分
自身の過去の経験や価値判断のみで対応することが多
く、子どもの発達からその行為の意味やつながりを見
ることはできない。自分の自経験から先輩の助言に抵
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抗することもあり、経験を重視し、本で学ぶ必要など
が無い」とある。
　第二段階「新任の段階」では、「保育室やあそびの
場で、子どもに直接関わる場面で主に仕事を行う、理
論で学んだことを保育に生かせるようになってきてい
るが、自分の行った行為の理由や説明を言語化するこ
とは難しい。子ども達や親、同僚など他者の要求にし
っかり応えようと思いながら、自分自身を過剰に提供
し、自己犠牲にしてしまう。新任期ほど、個人的な考
えに偏った行動をとらなくなるが、まだ自分の価値体
系に依存しやすい」とある。
　第三段階「洗練された段階」では、「保育者として
の専門家意識を強く意識し始めるようになり、実践者
として自分を信頼し、落ち着きを見せてくるようにな
る。主観的な印象のみに頼るという次元を超え、現実
の事実をよく見ることで判断の基礎ができるようにな
る。まだ、保育に直接影響を与えている要因変数を体
系的に捉えたり、日常の実践の複雑な要求に対処する
点では、完全に熟達していると言うわけではない」と
している。
　第四段階「複雑な経験に対応できる段階」では、
「より複雑な問題や状況に対応できる知識や経験を得、
個々の断片的な知識だけではなく、自らの経験ともの
の見方の参照、枠組みが統合されてくる。保育のスペ
シャリストとして、自律的に働くことができる。そし
て二つの方向での発達、すなわち直接的な実践や臨床側
面でより熟達していく方向と、園経営や他の若手教師の
教育など、保育に関する間接的文脈に関わる方法のいず
れか、あるいはその両方に関わるようになる。子どもの
人格をより深く読み取る、個別の集団の要求に応じるシ
ステムづくりをデザインできる」ようになる。
　第五段階「影響力のある段階」では、「中年期から
中年後半にあたり、身体的活動は低下、減衰する。し
かし、それが新たな発達の機会、実践の複雑さや要求
を新たな創造的視点から捉えたり、知恵を発達させる
のに寄与する。現場の将来の発展を導くような仕事、
子どもや家族の生活に影響を与える社会的なさまざま
な問題についての条件の改善や保護に対して働きかけ
るようになる。親や保育者が参加するネットワークや
その社会文化が持っている信念やマイクロシステムを
強調し、自分の実践の作り手として主張できるだけで
なく、他のスタッフへの責任も負うようになる」段階
としている。

　この秋田の報告を踏まえると、保育者としての専門
的な資質は、子どもと直接関わる生活から、理論と結
びつける時が来て、保護者や周囲の人々の願いや要求
に対応して経験や知識を積み上げていくことになる。
そして、「私の保育観」というものが築かれていく。
次の段階としては、同僚から次の担い手を育てるとい
う立場から確実な歩みになる。そして、園全体を運営
していく指導的な役割を担っていくまでに成長してい
く。このように、保育者としての資質は、現場での経
験に加えて子どもに対する深い愛情に裏付けられ、常
に保育を考察し、つくりあげられていくものである、
と考える。

第三章　本学のめざす教育実習のあり方について
　実習生は、幼稚園実習を通じて、総合的にいろんな
ことを見てきて自分なりに捉えてはいるが、その捉え
方は、まだまだ表面的で抽象的なものである。幼稚園
実習を終え、事後指導あるいは講義の中で、それぞれ
の経験した保育実態の教育的意味を知ることが大切で
ある。幼稚園実習あるいは保育所実習、その他の実習
で現場での保育者の姿勢や考え方、人との接し方に感
動し、憧れを抱き、その中で「めざす保育者像」を考
えていくと思われる。
　小川ら（2008）による実習園からのアンケート内容
によると、学生に対する指導の内容が多岐に渡り、子
どもへの関わり方から、言葉遣い、実習日誌の書き方、
教材研究や環境構成など、実習の学びの基本的なもの
から、幼稚園教育要領など、園の定めた教育方針を踏
まえることなどにまで及ぶ。おおむね、教育者として
の心構えや教育者としての資質を身につけていくこと
が求められていた。
　そのアンケート結果を踏まえて、それでは保育士や
幼稚園教諭を養成する短大として、「保育者の資質」
を人間成長ということにつなげると、教育課程の中に
有機的に位置づけていくことが重要になってくると考
える。有機的な位置づけとは、狭義な視点では、講義
で学び身につけた保育技術（ピアノ演奏や合唱、絵本
の読み聞かせ、劇づくり、パネルシアター発表など）
を現場実習で生かしていくなどのカリキュラム内容が
考えられ、また広義な視点では、幼稚園実習あるいは
保育所実習、その他の実習での保育者像を一致させる
ことができれば、全教育課程の編成が一貫したものと
なり、保育者としての資質の育成に基づいたカリキュ
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ラム編成が可能となる。そのように統一した養成校の
教育は、学生の基礎的な資質向上となる。
　この教育課程を考える上で、「人間性を豊かにする
学び」や、「人間としての成長」にかかわる学びに重
点を置くか、それとも「保育の専門的知識」、「保育の
専門的技術」を重視するかという問題が関わってくる。
保育の専門的技術とは、歌ったり踊ったり描いたり作
ったりすること、あるいは上手に遊ばせてやる技術、
というような捉え方があるが、そうした技術は無いよ
りもあった方がよい。しかし、重要なのは、巧みなテ
クニックを持って自分の計画した活動を軌道に乗せる
技術として行うのではなく、それを一人ひとりの子ど
もがどのように受け止め、どのように感じ、どのよう
に取り組もうとしているのか、という視点で捉えてい
くことが専門的技術になる。一人ひとりの子どもの発
達課題を理解した上で援助できることが重要なのであ
る。技術が一人歩きするのでなく、子ども理解、人間
的理解に支えられてこそ意味を持つものだと言える。
要するに、技術と人間性は相互に支えあう補完関係で
あり、深い子ども理解に支えられない専門性は無いの
である。深い子ども理解に支えられた専門性が大切で
ある。
　そしてそれらの経験が専門的な理論に裏付けられて
いくことも必要である。そして、時代の変化の中の子
ども達の姿とともに、保育が変わっていく。変化に応
じて対応し成長しうる保育者になれる資質を保育士や
幼稚園教諭を養成する短大が身に付けさせていくべき
ことであると考える。
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Abstract
　Examining the contents of guidance before and after the practice in the previous study (Ogawa,T.,  et  al.,  
2008), we can clearly fi nd out that the students have embodied what they experienced in their practice.
The purpose of this paper is to fi nd the qualities and abilities of nursery teachers. In a survey of students 
and kindergarten teachers, students aspire to become high level nursery teachers. However, from the 
analysis of students’ notes, they only want to get qualities and abilities that they can actually realize. So, we 
are requested to teach students not only the professionalism of nursery teachers, but also the way how to 
understand people as well as children.  

Keywords:  teaching practice, guidance on teaching practice, training curriculum of a kindergarten teacher

Improving Guidance on Teaching Practice through Analysis of Current Teaching 
Method in Kindergartens Ⅱ : A Consideration concerning "The Image of Child Care 

Workers that We Are Aiming at."
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